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IUGONETメタデータ・データベース
構築の現状 
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メタデータDBとは？ 

• メタデータ・・・観測データそのものでは無く、 
       観測データに付帯した情報。  
      e.g. 観測開始終了時刻、観測場所、 
              観測データの所在情報。 
        → メタデータを介して  
     観測データへアクセス。 

• メタデータDB・・・これらのメタデータを集めて 
            検索可能にしたもの。 

様々な研究機関にある観測データのメタデータを、 
１クエリーで検索可能！ 

(いつ、どこで、どの物理量が同時観測されたのか？） 
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IUGONETが開発しているメタデータDB 

 
• 学術機関リポジトリで広く使用されているフリーソフト
ウェア「DSpace」をカスタマイズ 

 

• 2011年5月にβ版を公開 

 （今年度末メインサーバを名大→九大に移行） 

 

• 使用者からのフィードバックを受け、いくつかの改良を
おこない、今年度末に正式版を公開予定 
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β 版の紹介 

http://search.iugonet.org/iugonet/ 

フリーワード検索 

時間範囲選択 

観測範囲選択 
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β 版の紹介 

Google Mapを利用した 
検索座標指定 
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データタイプ選択 



β 版の紹介 

見やすい検索結果 
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公開版の紹介 

観測機器バナー
を左上に移動し 

GIFアニメ化 

検索内容を切り替える 
タブインターフェース 

緯度経度の配置変更。
より視覚的に！ 
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全メタデータ 
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全メタデータ 

地図による場所指定
は今まで通り 
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太陽メタデータ 

緯度経度の配置変更。
より視覚的に！ 

東西は地球と逆です 

検索領域のワンタッチ
選択 
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太陽メタデータ 

注意： 

現在、太陽メタデータの
東西座標は地球と同じよ
うになっています（更新
版を内部テスト中）。 

 

現状については、MDDB

内で左図のようにヘルプ
で対応しています。 

東西南北をEWSNで 

置き換えて検索できる
ようにしています 
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検索結果 

上：全データ検索時、下：太陽データ検索時 
検索元に対応して、Search Result上部の検索窓内容が変わる 

12 
2012/02/22                                    名古屋大学太陽地球環境研究所研究集会「地球科学メタ情報データベースの現状とその活用」 



検索結果 

Lightbox2によるMDDB内 
でのシームレスな画像閲覧 

（画像へのリンク） 
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観測領域検索 

観測機器と領域を示した図
中の文字をクリックすると 
関連メタデータを検索できる 

14 
2012/02/22                                    名古屋大学太陽地球環境研究所研究集会「地球科学メタ情報データベースの現状とその活用」 



観測領域検索 

自動でキーワードを挿入し
て検索結果を表示 
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ヘルプ動画 

ヘルプはここから！ 
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ヘルプ動画 

• ヘルプ動画を更新 

 

• もっと多くの動画を見
たい場合は、 

 

 

 

• http://www.youtube.c
om/user/iugonet2009 
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フィードバック情報の収集 

 
 
MDDB利用者から

のフィードバック情
報を得るために、
2種類のインター

フェースを準備し
ています。 
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フィードバック（簡易） 

メールアドレスとコメントだけ
で良い簡単フィードバック 
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フィードバック（詳細）  
 

GoogleDocsを利用した
詳細アンケート 

 
• 専門分野 

• 各種インターフェー
スの使い勝手（五段
階評価） 

• よく使うデータベース 
• 各種コメント 
 
などを収集する 
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OpenSearch対応 

OpenSearchとは、検索

結果を他のサイトから
自由に利用できるよう
にするための仕組み 
 
将来、UDAS連携や検

索結果を他サイトから
利用する拡張のために
実装 

http://search.iugonet.org/iugonet/open-
search/request?query=nipr_1sec_fmag_syo_&ts=
2010-01-01&te=2010-01-05&Granule=granule 

OpenSearchの例 
（ブラウザでの結果表示） 
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build.xmlによるシステムインストール 

build.xmlとは、ant

で使用するビルド
ファイル。IUGONET

ソフトウェアの構築
方法を記述したファ
イルを準備しており、
IUGONETシステム

を楽にインストール
することが可能。 

build.xml 

IUGONET SYSTEM 

1. Java 
2. ant 
3. build.xml 
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今後の開発事項 

• Look＆Feelのカスタマイズ（さらにみやすい詳
細表示） 

• OpenSearchを用いた、解析ソフトウェア・
外部データベースとの連携 

• 連想検索（GETAssocを利用したシステムを検
討中） 

• 冗長化、分散化に向けた準備（handleの同
一化含む） 
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